























































The roles of music education in a community



























される（註 1）。楽器編成は、大太鼓 1、締め太鼓 2

































































対象地域：埼玉県秩父市 A 屋台町と B 屋台
町
研究調査期間
・2009 年 7 月 4 日（土）19 時「川瀬祭り説
明会と衣装合わせ」観察調査
・2009 年 7 月 11 日（土）19 時「祭り囃子の
練習と子ども交流会」観察調査
・2009 年 7 月 19 日（日）「秩父川瀬祭り」
　観察調査
・2010 年 1 月 27 日（水）A 屋台町青年部子
ども担当者へのインタビュー調査
・2012 年 7 月 21 日（土）B 屋台町の秩父屋
台囃子保存会会員へのインタビュー調査
・2012 年 7 月 29 日（日）B 屋台町の町内祭
りのお囃子の観察調査
・2012 年 9 月 15 日（土）杉並区内施設にお
ける B 屋台町のお囃子演奏の観察調査
・2012 年 11 月 25 日（日）B 屋台町の秩父夜
祭りに向けての「ならし（総練習）」の観
察調査






































































































加したのは、女子 4 名、男子 15 名であった。
祭り囃子の楽器は、鉦・笛・大太鼓・締め太
鼓である。締め太鼓と鉦は、小学 5 ― 6 年生
の男女が約 3 ― 5 分交代で順番に打つ。待っ
ている間も子どもは打つ様子を見学し、基本
となるリズムパターンを確認していた。大太


















男子 6 名、小学生女子 4 名、小学生男子 10




ない。大太鼓と締め太鼓は、小学 5 ― 6 年生




れ、60 歳代― 80 歳代の地域の長老が 10 名
































































































































































































 　　 Peripheral Participation: LPP」の概念の






註 3　 2012 年 7 月 21 日（土）に行った B 氏（男
　性　54 歳）へのインタビュー調査より
註 4　パットナム『哲学する民主主義』NTT 出
　版 2001 年 p137




註 6　筆者のフィールドノートの 2012 年 11 月 25
　日（日）の記録より
註 7　大田堯『教育とは何か』　岩波新書 1990 年
　p139
註 8　筆者のフィールドノートの 2009 年 7 月 11
　日（土）の記録より
註 9　 2012 年 7 月 21 日（土）に行った B 氏（男
　性　54 歳）へのインタビュー調査より
註 10　2012 年 7 月 21 日（土）に行った B 氏（男
　性　54 歳）へのインタビュー調査より
（埼玉東萌短期大学非常勤講師　大海由佳）
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